イタリア・ラクイラ地震に関する調査団報告会

2009年４月６日（現地時間4月6日午前3時32分）に発生したイタリア中部ラクイラ地震（Ｍ6.3）に関して、(社)土木学会（川島一彦団長（東工大）他3名）、(社)地盤工学会（八嶋厚（岐阜大））、(社)日本建築学会（岸本一蔵（大阪大）他3名）、日本地震工学会（青木孝義（名古屋市立大）による４学会合同調査団が派遣された。ラクイラ地震に関する調査の４学会合同報告会が、5月1日（金）13：30～17：00土木会館講堂で開催された。参加者は約100名であった。当日の次第を末尾に添付する。主な報告・質疑内容を以下に示す。

· 調査日程：建築系グループは4月17日から4月22日まで、土木系グループは4月18　　日から4月22日まで現地調査した。

· 被害概要：死者294名（4月12日現在）、負傷者1,000人以上

　　　　　　被災地では、地区全体が当局の撤去命令により地区全体の被災度調査が終了するまでテント村等に非難していた。（ラクイラの旧市街地全域、近傍のオンナ村（組積造が多く90％以上が倒壊）は撤去対象であった。）

· ラクイラ（人口約7万人）はローマの約100ｋｍ北、アペニン山脈山間部の標高700ｍほどの段丘上に位置する。市街地の南端をアテルノ川（標高600ｍ）が流れ厚い沖積層を成し、旧市街地は沖積層上の石灰質礫岩の上（カルスト地形）に発達した。過去に何度も地震被害を経験している。

· 被災地への立ち入りには当局の許可が必要で、さらに、消防署員の同行が求められた。ラクイラ旧市街地では自由歩行が許されず、バスによる団体行動が求められるなど、調査への厳しい制限があった。

· ラクイラ市で観測（旧市街地ではなく、アテルノ川沿い地区：Δ＝4.8ｋｍ）された記録は、最大加速度663ガル、最大速度42.7カインとかなりの強震動であった。被害が顕著な旧市街地（石灰質礫岩上）での記録は得られていない。

· 建築物の被害が大きく歴史的建築物や組積造が手ひどい被害を受けた。ＲＣ造では組積壁の破壊や仕上げ材の剥離落下が目立ち、ＲＣ躯体の被害は軽微であった。被害の大きいＲＣ造は、鉄筋のかぶりがほとんど無く、コンクリート強度が低く、あばら筋はφ6程度と問題のある建物であった。

· 交通系の施設は、小規模橋梁の落橋があったが、全般的に被害は限られていた。石灰質礫岩上のラクイラ旧市街地ではカルスト地形で見られる地下の空洞化による落盤が発生した。

· アテルノ川沿いでは、地盤の滑り、液状化、流動化が発生した。周辺山岳地では落石等が発生した。

· 報告会参加の方から，芝浦工業大学とラクイラ大学（被害が大きく建替え）とは交換学生を行うなどの協定を結んでおり、今後、現地で大学復興にむけての打合せ等を実施する。新しい情報が入ったら報告する旨の紹介があった。

· 小谷先生から、イタリアの耐震技術は非常に進んでいる（2008ＥＣ8）はずなのに、今回の被疑報告を聞くと矛盾を感じるとのご意見があった。川島団長より、ラクイラは山間部の組積造で町を発展させてきたもので、最新の耐震技術が行き届いていない状況はいたしかたないと思われる。経験的にギリギリの安全性を確保する発想で建設しているのではとの意見が出された。

· 川島団長より、現地で帰国前、安藤イタリア大使との電話（イタリアが次回サミット開催地をラクイラに出来ないか各国に調整中。大使はこのあとラクイラに状況視察予定）で、日本として今回の地震復興や災害防止に今後どのような貢献できるか意見を求められたとの報告があった。これらについて、各学会、調査結果を持ち帰り、検討を進めて欲しいとの意見が出された。
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